
春
風
薫
風
を
つ
か
ま
え
て 悠

久
の
歴
史
の
流
れ
、
古
の
都
は

今
も
、
そ
の
面
影
を
色
濃
く
残
す 

い
く
つ
も
の
ド
ラ
マ
が
あ
り

新
た
な
時
代
が
生
ま
れ
た 

そ
こ
か
ら
先
人
の
英
知
を
知
り

人
を
見
つ
め
直
す

そ
し
て
「
今
」
を
創
造
す
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1

　
お
酒
は
昔
か
ら
人
々
に
親
し
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
古
く
は
平
安
時
代
に
そ
の

記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

当
時
の
お
酒
と
は
、
今
私
た
ち
が
口
に

す
る
よ
う
な
も
の
と
は
違
い
、
は
る
か

に
原
始
的
な
も
の
で
し
た
。

　
時
代
は
室
町
、
各
地
の
寺
院
で
僧
坊

酒
と
呼
ば
れ
る
お
酒
が
盛
ん
に
造
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
中
で
も
奈
良

市
菩
提
山
町
に
あ
る
正
暦
寺
の
僧
坊
酒

「
菩
提
泉
」
の
酒
造
技
術
は
画
期
的
な
も

の
で
し
た
。「
菩
提
泉
」
に
使
わ
れ
て
い

た
「
菩
提
も
と
」
は
酒
母
の
原
型
で
あ
り
、

現
在
の
醸
造
法
の
基
礎
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
奈
良
は
日
本
清
酒
発
祥
の
地

と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　
奈
良
と
日
本
酒
は
歴
史
的
に
み
て
も

深
い
関
わ
り
が
あ
り
ま
す
。
桜
井
市
三

輪
に
あ
る
大
神
神
社
に
は
酒
の
神
様
、

大
物
主
大
神
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
境
内
に
は
杜
氏
の
祖
と
い
わ
れ
る

活
日
を
祀
っ
た
活
日
神
社
も
あ
り
ま
す
。

清
酒
の
蔵
元
の
軒
下
に
は
新
酒
が
で
き

た
し
る
し
と
し
て
杉
玉
が
吊
る
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
も
と
も
と
は
三
輪
山
の
杉

か
ら
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。
毎
年
11
月

に
行
わ
れ
る
「
醸
造
安
全
祈
願
祭
」
で

授
与
さ
れ
る
三
輪
の
杉
玉
は
、
酒
造
家

と
三
輪
の
大
神
様
と
を
結
ぶ
心
の
シ
ン

ボ
ル
と
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、

和
歌
に
お
い
て
三
輪
に
係
る
枕
詞
が
「
味

酒
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
い
か
に
奈
良

と
日
本
酒
が
関
係
深
い
か
が
わ
か
る
で

し
ょ
う
。

日
本
清
酒
発
祥
の
地 

奈
良

　
平
成
８
年
、
正
暦
寺
、
奈
良
県
工
業
技

術
セ
ン
タ
ー
（
現
在
の
奈
良
県
産
業
振
興

総
合
セ
ン
タ
ー
）、
天
理
大
学
、
奈
良
県

酒
造
組
合
の
有
志
が
手
を
組
み
、
か
つ
て

の
「
菩
提
も
と
」
を
現
代
に
復
活
さ
せ
よ

う
と
「
奈
良
県
菩
提
も
と
に
よ
る
清
酒
製

造
研
究
会
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
文

献
資
料
を
参
考
に
し
な
が
ら
研
究
を
進
め

て
い
く
中
で
、
あ
る
乳
酸
菌
が
重
要
な
役

割
を
持
っ
て
い
る
事
が
わ
か
り
ま
し
た
。

正
暦
寺
の
境
内
で
見
つ
か
っ
た
乳
酸
菌
と

酵
母
菌
は
「
菩
提
も
と
」
の
製
造
に
適
し

て
お
り
、
こ
れ
ら
を
使
用
す
る
こ
と
で
再

現
性
の
高
い
「
菩
提
も
と
」
を
完
成
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
平
成
10
年
に
は
「
菩
提
も
と
」
が
５

０
０
年
ぶ
り
に
復
活
、
菩
提
も
と
清
酒

と
し
て
商
品
化
に
成
功
し
ま
し
た
。
菩

提
も
と
清
酒
は
、
今
も
毎
年
研
究
会
会

員
の
蔵
元
で
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
24
年
に
は
奈
良
県
産
の
「
う
ま

酒
」
を
造
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発
足
し

ま
し
た
。
各
酒
造
会
社
が
協
力
し
、
大

神
神
社
の
境
内
か
ら
清
酒
の
製
造
に
使

え
る
酵
母
を
い
く
つ
か
発
見
し
ま
し
た
。

中
で
も
サ
サ
ユ
リ
か
ら
と
れ
た
酵
母
は

酒
造
に
適
し
て
お
り
、
平
成
26
年
に
新

し
い
酵
母
と
し
て
特
許
を
取
得
し
ま
し

た
。
こ
の
酵
母
は
、
大
神
神
社
の
境
内

に
あ
る
酒
器
が
出
土
し
た
山
ノ
神
祭
祀

遺
跡
に
ち
な
ん
で
「
山
乃
か
み
」
と
命

名
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
各
蔵
元
か
ら

こ
の
山
乃
か
み
酵
母
で
醸
さ
れ
た
お
酒

が
順
次
登
場
し
て
い
ま
す
。

﹁
菩
提
も
と
﹂と﹁
山
乃
か
み
﹂

05

冬過ぎて　春し来れば　年月は
　　　　　　　新たなれども　人は古りゆく

春がやってきました。冬あれほど頼りなかった細枝にもぷくり
と新芽や花の彩り。自然はいつでも準備万端です。

奈良にいると歴史の長大さに圧倒されることがあります。こっ
ちは 1300 年前、あっちは 1000 年前かと。今年もまたひとつ歳
を取ります。畑でひと休みの老夫婦。人生にこんなひとときが
あってほしい。いつか無常の風が吹くのですから。
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6 ～ 7

8 ～ 9

10～11

12～13

まちかど探索 生駒100円商店街
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05 日本酒
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本誌に対するご感想、ご要望などがございましたら、上記本社内「イマジン21」編集部までお寄せください。

共同精版印刷株式会社は、奈良をもっと元気にするために、
奈良観光の擬人化キャラクターを育てます。

わたしたちができる環境づくり
自然との共存を図りながら

限りある資源を大切に使い環境を守っていく̶
私たちは時代に役立つ企業であり続けたいと考えます

本　　　社：〒630-8013  奈 良 市 三 条 大 路 2 丁 目 2 - 6　TEL 0742-33-1221　FAX 0742-33-7035
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奈良もえしょくプロジェクト

 奈良観光擬人化キャラクター

『真白 鹿乃子』
ちゃん

ま　 しろ か　  の　  こ

もえしょくプロジェクトは、地域の名産品や企業
を擬人化という手法でキャラクターにし、全国
各地、そして世界中の人々にPRするプロジェ
クトです。
キャラクターは、全国の絵師からインターネット
上の公募で集まり、グランプリ作品が企業キャ
ラとして誕生し商品化されます。　

現在、80企業、100を越えるキャラクターが誕
生し、全国各地の名産品や企業の地域キャラク
ターとして活躍しています。
共同精版印刷株式会社は、奈良支部としてこ
のプロジェクトに参加し、地元企業の皆さまと
キャラクタービジネスを通して地域活性化に取
り組んでいます。

古代風景考特集 後編

奈良のクーポンフリーペーパー
奈良の観光情報まとめサイト

日
本
酒

日
本
酒

桜
が
咲
け
ば
花
見
酒
、
月
が
綺
麗
で
月
見
酒
、

雪
が
積
も
れ
ば
雪
見
酒
。
日
本
に
は
四
季
折
々

の
風
情
と
と
も
に
日
本
酒
を
た
の
し
む
習
慣
が

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
日
本
酒
と
奈
良
に
は
古
く

か
ら
の
深
い
縁
が
あ
り
ま
す
。
奈
良
の
ち
ょ
っ

と
細
か
い
と
こ
ろ
を
探
る
『
奈
良
の
細
道
』
、

今
回
は
奈
良
の
日
本
酒
に
迫
り
ま
す
。

ぼ
だ
い

し
ょ
う
り
ゃ
く
じ

お
お
も
の
ぬ
し
の
お
お
か
み

い
く
ひ

お
お
み
わ

ざ
け

う
ま

奈良で一番早く咲く氷室神社の

しだれ桜で春の到来を知り、も

う一年、さあ一年と気持ちが更

新されます。奈良の風景は365日

違う表情で心を癒してくれます。

桜が咲けば花見酒ということで、

今号は桜気分を随所に盛り込み

ました。日本酒発祥の地である奈良の日本酒、「大和も

の」と呼ばれる漢方の原材料を特集させて頂きました。

健康寿命を推進する奈良県の特産品であり、海外の方に

も喜ばれるお土産です。読者諸兄も公私に何かとざわつ

く春かもしれませんが、泰然とした奈良の春に季節を楽

しむゆとりを見つけてください。

代表取締役社長　近東　宏佳
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クトです。
キャラクターは、全国の絵師からインターネット
上の公募で集まり、グランプリ作品が企業キャ
ラとして誕生し商品化されます。　

現在、80企業、100を越えるキャラクターが誕
生し、全国各地の名産品や企業の地域キャラク
ターとして活躍しています。
共同精版印刷株式会社は、奈良支部としてこ
のプロジェクトに参加し、地元企業の皆さまと
キャラクタービジネスを通して地域活性化に取
り組んでいます。

古代風景考特集 後編

奈良のクーポンフリーペーパー
奈良の観光情報まとめサイト

日
本
酒

日
本
酒

桜
が
咲
け
ば
花
見
酒
、
月
が
綺
麗
で
月
見
酒
、

雪
が
積
も
れ
ば
雪
見
酒
。
日
本
に
は
四
季
折
々

の
風
情
と
と
も
に
日
本
酒
を
た
の
し
む
習
慣
が

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
日
本
酒
と
奈
良
に
は
古
く

か
ら
の
深
い
縁
が
あ
り
ま
す
。
奈
良
の
ち
ょ
っ

と
細
か
い
と
こ
ろ
を
探
る
『
奈
良
の
細
道
』
、

今
回
は
奈
良
の
日
本
酒
に
迫
り
ま
す
。

ぼ
だ
い

し
ょ
う
り
ゃ
く
じ

お
お
も
の
ぬ
し
の
お
お
か
み

い
く
ひ

お
お
み
わ

ざ
け

う
ま

奈良で一番早く咲く氷室神社の

しだれ桜で春の到来を知り、も

う一年、さあ一年と気持ちが更

新されます。奈良の風景は365日

違う表情で心を癒してくれます。

桜が咲けば花見酒ということで、

今号は桜気分を随所に盛り込み

ました。日本酒発祥の地である奈良の日本酒、「大和も

の」と呼ばれる漢方の原材料を特集させて頂きました。

健康寿命を推進する奈良県の特産品であり、海外の方に

も喜ばれるお土産です。読者諸兄も公私に何かとざわつ

く春かもしれませんが、泰然とした奈良の春に季節を楽

しむゆとりを見つけてください。

代表取締役社長　近東　宏佳
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西名
阪 24

369

369

370

309

169

169

169

●上田酒造（株）6

●奈良豊澤酒造（株）13

●西田酒造（株）4

●倉本酒造（株）5

●西内酒造2

●五條酒造（株）1

●葛城酒造（株）9

●油長酒造（株）8

●KURA12

●（株）北岡本店11

●今西酒造（株）10

●なら泉勇斎14

●八木酒造（株）3

●菊司醸造（株）7

23

　　地場料理とおいしいお酒

　KURA
奈良市三条町482-1
TEL0742-27-0009
火・水・木・日　 17：00～23：00
金・土・祝前日　17：00～24：00
● 定休日　月曜日

　なら泉勇斎
奈良市西寺林町22
TEL0742-26-6078
11：00～20：00
● 定休日　木曜日

奈良のうまいが集う場所酒蔵へ行こう利き酒に挑戦
全席完全個室のゆったり空間で奈良地場産食材・地
酒を。常備している14種類以上の地酒で利き酒がで
きます。

奈良には多くの酒蔵があり、中には見学ができる蔵もあります。奈
良豊澤酒造は見学ができる蔵のひとつです。飲むだけでなく見て体
感する、そんな一味違った日本酒はいかがでしょうか。

同じ菩提もと、山乃かみでつくられたものでも蔵によって味はさまざまです。またつくられた年によっても変わるため、
日本酒との出会いは一期一会。飲み比べをしてみるのも面白いかもしれません。

今回紹介した以外にも奈良にはたくさんの地酒がありま
す。なら泉勇斎では奈良県内29の酒蔵で醸造された120
種類以上の地酒を厳選して取り揃えており、すべて試飲も
可能です。（試飲は有料になります。）

五神
ごしん

0747-22-2079
五條市今井1-1-31
五條酒造（株）1

談山

0744-42-2284
桜井市下3
西内酒造2

たんざん

升平

0742-26-2300
奈良市高畑町915
八木酒造（株）3

しょうへい

両白

0743-82-0010
奈良市都祁友田町188
西田酒造（株）4

もろはく

つげのひむろ

0743-82-0008
奈良市都祁吐山町2501
倉本酒造（株）5

嬉長

0120-810-136
生駒市壱分町866-1
上田酒造（株）6

きちょう

鷹長

0745-62-2047
御所市中本町1160
油長酒造（株）8

たかちょう

百楽門

0745-66-1141
御所市名柄347-2
葛城酒造（株）9

ひゃくらくもん

三諸杉

0744-42-6022
桜井市三輪510
今西酒造（株）10

みむろすぎ

　奈良豊澤酒造（株）
奈良市今市町405
TEL0742-61-7636
平日10：00～18：00
● 前日までに要予約　● 定員　～40人
● 時間　約１時間　　● 料金　無料
● 内容　座学・蔵内見学・利き酒・販売

菊司

0743-77-8005
生駒市小瀬町555
菊司醸造（株）7

きくつかさ

浩然之気

0746-32-2777
吉野郡吉野町上市61
（株）北岡本店11

こうぜんのき

14
1312

奈良の　　　は歴史の味奈良の　　　は歴史の味うまいうまい
菩提もと、山乃かみを使用した日本酒をご紹介します。ぜひ長い歴史を味わってみてください。

純米吟醸 無上盃

※醸造スケジュールの都合により、４月～ 10 月末まで酒蔵は稼働しておりませんので、
現場の作業をご見学されたい方は、11月～３月末までの見学でお申込みください。 
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日本最古の朝廷が置かれていた地、奈良県。諸外国から医薬
学などが伝えられ、全国から優れた生薬が集まったそうで
す。奈良で生産される生薬や薬草の優良な品種は「大和もの」
と呼ばれており、非常に珍重されています。

5 漢方
あってよかった
本当にいいモノ

❶

❷

❸

❼ ❻
❹

❺
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当
帰
は
セ
リ
科
の
多
年
草
本
で
奈
良

県
を
主
と
し
日
本
各
地
の
薬
園
で
栽
培

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
主
に
婦
人
薬
と
し
て
使
用
さ
れ
、
貧

血
や
血
行
障
害
な
ど
に
効
果
が
あ
り
当

帰
芍
薬
散
な
ど
の
処
方
が
有
名
で
す
。

　
日
本
で
は
、
17
世
紀
の
中
頃
か
ら
大

和
や
山
城
地
方
に
野
生
し
て
い
た
も
の

を
栽
培
、
当
帰
と
し
て
利
用
し
、
今
日

の
大
和
当
帰
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
１
９
９
０
年
頃
か
ら
安
価
な
中
国
産

が
流
入
し
国
内
生
産
は
激
減
し
ま
し
た

が
、
品
質
の
良
い
国
内
産
大
和
当
帰
へ

の
評
価
が
再
び
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
当
帰
は
根
が
生
薬
と
し
て
利
用
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
部
分
は
使
わ
れ

て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
平
成
24
年

よ
り
葉
の
部
分
が
「
非
医
」
扱
い
と
な
り
、

当
帰
葉
の
有
効
利
用
が
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
葉
は
鮮
や
か
な
深
い
緑
で
セ
ロ
リ
の

よ
う
な
香
り
が
特
徴
で
す
。
現
在
で
は

食
用
ハ
ー
ブ
と
し
て
、
当
帰
の
葉
を
料

理
の
ア
ク
セ
ン
ト
や
香
り
付
け
と
し
て

活
用
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
お
り
、
当

帰
葉
の
天
ぷ
ら
、
お
茶
、
調
味
料
な
ど

が
次
々
と
考
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
大
和
当
帰
葉
を
生
鮮
野
菜
と

し
て
販
売
す
る
計
画
も
あ
り
、
ま
す
ま

す
注
目
度
が
高
ま
る
で
し
ょ
う
。

大
和
当
帰

当
帰
葉
の
活
用

大和ものとして有名な薬用植物

トウキ（セリ科）
生薬名：当帰（トウキ）
根を掘りあげて日干ししたもの
●適用
　補血、強壮、鎮痛、貧血、
　血行障害

大和当帰葉を配合した添加物なしの
新しい天然グリーンジュースです。美
容と健康に良いと言われていますので
豆乳を混ぜてスムージーなど毎朝の
朝食にプラスしてみては。

❶セレブな青汁

奈良県五條産の希少で品質の高い当帰葉
のみを乾燥させ作られたもの。さわやかな
香りと鮮やかな緑色を保持しています。食
卓に色と香りを添えられます。

❷大和当帰葉ドライハーブ

大和当帰の葉から抽出したエキス
を紅茶エキスと配合。コラーゲンも
入っているので美容と健康に嬉し
い一本。

❸アンジェリカ
　リーフドリンク

当帰葉をハーブ・スパイスとして配
合した奈良県の御当地カレー。い
つものカレーに「チョイ足し」した
り、様々な料理に振りかけるだけで
料理の世界が広がります。

❻当帰葉ハーブカレー

香り豊かな乾燥ハーブを入浴パッ
クに。ご家庭で気軽に薬草湯をお
楽しめます。

❹当帰葉の湯

当帰の葉を配合したタブレット型
のお菓子。手軽にお口と気分をリフ
レッシュできます。爽やかなミント
味とお子様にも食べやすいヨーグ
ルト味があります。

❺トウキス

しょうが、にんにく、クコの
実、胡麻、ナツメ、陳皮など
をブレンドしたもので、野菜
はもちろん肉や魚にも相性
バツグンです。

❾大和薬膳
　ドレッシング大和当帰の葉を手摘みし、丁

寧に乾燥・焙煎させてつくった
和ハーブティーです。爽やかな
香りが特徴の大和当帰葉に焙
煎による香ばしさを足してすっ
きりした後味が楽しめます。

❽焙煎大和当帰葉茶

当帰葉の天ぷら

通販では柿葉の健康茶
「柿まろ茶」が人気

クセがあると言われてきた当帰葉の味や香
りを、繊細で高品質な碾茶から作った大和
抹茶にブレンドした商品。抹茶のほろ苦さと
当帰の香りが調和したクリーミーな味わい
です。
平成29年２月に行われた奈良のうまいもの
認定プレミアム審査会で「審査員特別賞」を
受賞し話題となっています。

❼大和抹茶当帰葉ラテ

topic注目される当帰の効果

資料提供：（一社）大和ハーブ協会

シンプル な 料
理ゆえ素 材の
味が光ります。
当帰葉ソルトを
つ けてお 召し
上がりを。レモ
ンをかけてスッキリとした味わいも楽しめます。

　アルツハイマーへの効果
アルツハイマー型認知症に効果があると認めら
れ、抗認知症薬として注目されています。

　貧血改善
ビタミンＢ12、葉酸、フォリン酸、ビオチンなどが含
まれており、これらは血液の栄養となります。赤血
球を増加させ、血液量を増やしてくれます。

　エイジングケア・生活習慣病の予防
エイジングケア作用のあるビタミンＥを豊富に含
み、血管や肌、細胞などの老化防止、血行促進など
生活習慣病の予防にも効果があります。

　抵抗力・治癒力の向上
ミネラルの一種セレンを含み、体が本来持つ病気
への抵抗力を高める補助となります。ミネラル類や
数多くのビタミンが含まれており、免疫反応の活性
化、細胞増殖の促進、コラーゲン生成促進により、
創傷などの治癒力を高めてくれます。

当帰を使った料理

漢方を扱うお店

オススメ！

ボタン（ボタン科）
生薬名：牡丹皮（ボタンピ）
根の木部を抜き去った根皮
●適用
　消炎、浄血、鎮痙など

アカヤジオウ
（ゴマノハグサ科）

生薬名：地黄（ジオウ）
根を掘りあげて日干ししたもの
●適用
　前立腺肥大症、老人性腰痛、
　白内障

シャクヤク（ボタン科）
生薬名：芍薬（シャクヤク）
９～11月頃根を掘りあげ、
コルク層を除いて蒸し、日干し
にする（白芍）
●適用
　収れん、緩和、鎮痙、鎮痛

奈良県橿原市八木町1-6-1 草楽ビル1F
TEL0744-24-2701
FAX 0744-29-5833
9：00～18：00
●定休日　日曜・祝日
●各種漢方薬、生薬、健康食品
●通販サイト　https://www.nara-kaki.com/　

森田草楽堂薬局

生駒市真弓南1-10-7（ならやま大通り沿い）
TEL0743-79-0013
FAX 0743-79-0031
11：00～15：00(LO 14:30)/17：00～22：00(LO 21:30)
●定休日　火曜日

中国菜館 桂花

と
う

き 

し
ゃ
く
や
く
さ
ん

ご購入とお問い合わせ❽❾

奈良県アンテナショップ「奈良のうまいものプラザ」（ＪＲ奈良駅構内1階）
中国菜館桂花（生駒市真弓南1-10-7（ならやま大通り沿い））
近鉄百貨店奈良店5階東急ハンズ奈良店（近鉄西大寺駅近く）・・・※一部商品は売っていません

（一社）大和ハーブ協会（生駒市真弓3丁目1-15）TEL.0743-79-0031

ご購入とお問い合わせ❶～❼

農業生産法人 有限会社ポニーの里ファーム オンラインショップ
(http://ponynosatofarm.shop-pro.jp/)にてご購入いただけます。



日本最古の朝廷が置かれていた地、奈良県。諸外国から医薬
学などが伝えられ、全国から優れた生薬が集まったそうで
す。奈良で生産される生薬や薬草の優良な品種は「大和もの」
と呼ばれており、非常に珍重されています。

5 漢方
あってよかった
本当にいいモノ

❶

❷

❸

❼ ❻
❹

❺
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当
帰
は
セ
リ
科
の
多
年
草
本
で
奈
良

県
を
主
と
し
日
本
各
地
の
薬
園
で
栽
培

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
主
に
婦
人
薬
と
し
て
使
用
さ
れ
、
貧

血
や
血
行
障
害
な
ど
に
効
果
が
あ
り
当

帰
芍
薬
散
な
ど
の
処
方
が
有
名
で
す
。

　
日
本
で
は
、
17
世
紀
の
中
頃
か
ら
大

和
や
山
城
地
方
に
野
生
し
て
い
た
も
の

を
栽
培
、
当
帰
と
し
て
利
用
し
、
今
日

の
大
和
当
帰
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
１
９
９
０
年
頃
か
ら
安
価
な
中
国
産

が
流
入
し
国
内
生
産
は
激
減
し
ま
し
た

が
、
品
質
の
良
い
国
内
産
大
和
当
帰
へ

の
評
価
が
再
び
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
当
帰
は
根
が
生
薬
と
し
て
利
用
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
部
分
は
使
わ
れ

て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
平
成
24
年

よ
り
葉
の
部
分
が
「
非
医
」
扱
い
と
な
り
、

当
帰
葉
の
有
効
利
用
が
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
葉
は
鮮
や
か
な
深
い
緑
で
セ
ロ
リ
の

よ
う
な
香
り
が
特
徴
で
す
。
現
在
で
は

食
用
ハ
ー
ブ
と
し
て
、
当
帰
の
葉
を
料

理
の
ア
ク
セ
ン
ト
や
香
り
付
け
と
し
て

活
用
す
る
動
き
が
広
が
っ
て
お
り
、
当

帰
葉
の
天
ぷ
ら
、
お
茶
、
調
味
料
な
ど

が
次
々
と
考
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
大
和
当
帰
葉
を
生
鮮
野
菜
と

し
て
販
売
す
る
計
画
も
あ
り
、
ま
す
ま

す
注
目
度
が
高
ま
る
で
し
ょ
う
。

大
和
当
帰

当
帰
葉
の
活
用

大和ものとして有名な薬用植物

トウキ（セリ科）
生薬名：当帰（トウキ）
根を掘りあげて日干ししたもの
●適用
　補血、強壮、鎮痛、貧血、
　血行障害

大和当帰葉を配合した添加物なしの
新しい天然グリーンジュースです。美
容と健康に良いと言われていますので
豆乳を混ぜてスムージーなど毎朝の
朝食にプラスしてみては。

❶セレブな青汁

奈良県五條産の希少で品質の高い当帰葉
のみを乾燥させ作られたもの。さわやかな
香りと鮮やかな緑色を保持しています。食
卓に色と香りを添えられます。

❷大和当帰葉ドライハーブ

大和当帰の葉から抽出したエキス
を紅茶エキスと配合。コラーゲンも
入っているので美容と健康に嬉し
い一本。

❸アンジェリカ
　リーフドリンク

当帰葉をハーブ・スパイスとして配
合した奈良県の御当地カレー。い
つものカレーに「チョイ足し」した
り、様々な料理に振りかけるだけで
料理の世界が広がります。

❻当帰葉ハーブカレー

香り豊かな乾燥ハーブを入浴パッ
クに。ご家庭で気軽に薬草湯をお
楽しめます。

❹当帰葉の湯

当帰の葉を配合したタブレット型
のお菓子。手軽にお口と気分をリフ
レッシュできます。爽やかなミント
味とお子様にも食べやすいヨーグ
ルト味があります。

❺トウキス

しょうが、にんにく、クコの
実、胡麻、ナツメ、陳皮など
をブレンドしたもので、野菜
はもちろん肉や魚にも相性
バツグンです。

❾大和薬膳
　ドレッシング大和当帰の葉を手摘みし、丁

寧に乾燥・焙煎させてつくった
和ハーブティーです。爽やかな
香りが特徴の大和当帰葉に焙
煎による香ばしさを足してすっ
きりした後味が楽しめます。

❽焙煎大和当帰葉茶

当帰葉の天ぷら

通販では柿葉の健康茶
「柿まろ茶」が人気

クセがあると言われてきた当帰葉の味や香
りを、繊細で高品質な碾茶から作った大和
抹茶にブレンドした商品。抹茶のほろ苦さと
当帰の香りが調和したクリーミーな味わい
です。
平成29年２月に行われた奈良のうまいもの
認定プレミアム審査会で「審査員特別賞」を
受賞し話題となっています。

❼大和抹茶当帰葉ラテ

topic注目される当帰の効果

資料提供：（一社）大和ハーブ協会

シンプル な 料
理ゆえ素 材の
味が光ります。
当帰葉ソルトを
つ けてお 召し
上がりを。レモ
ンをかけてスッキリとした味わいも楽しめます。

　アルツハイマーへの効果
アルツハイマー型認知症に効果があると認めら
れ、抗認知症薬として注目されています。

　貧血改善
ビタミンＢ12、葉酸、フォリン酸、ビオチンなどが含
まれており、これらは血液の栄養となります。赤血
球を増加させ、血液量を増やしてくれます。

　エイジングケア・生活習慣病の予防
エイジングケア作用のあるビタミンＥを豊富に含
み、血管や肌、細胞などの老化防止、血行促進など
生活習慣病の予防にも効果があります。

　抵抗力・治癒力の向上
ミネラルの一種セレンを含み、体が本来持つ病気
への抵抗力を高める補助となります。ミネラル類や
数多くのビタミンが含まれており、免疫反応の活性
化、細胞増殖の促進、コラーゲン生成促進により、
創傷などの治癒力を高めてくれます。

当帰を使った料理

漢方を扱うお店

オススメ！

ボタン（ボタン科）
生薬名：牡丹皮（ボタンピ）
根の木部を抜き去った根皮
●適用
　消炎、浄血、鎮痙など

アカヤジオウ
（ゴマノハグサ科）

生薬名：地黄（ジオウ）
根を掘りあげて日干ししたもの
●適用
　前立腺肥大症、老人性腰痛、
　白内障

シャクヤク（ボタン科）
生薬名：芍薬（シャクヤク）
９～11月頃根を掘りあげ、
コルク層を除いて蒸し、日干し
にする（白芍）
●適用
　収れん、緩和、鎮痙、鎮痛

奈良県橿原市八木町1-6-1 草楽ビル1F
TEL0744-24-2701
FAX 0744-29-5833
9：00～18：00
●定休日　日曜・祝日
●各種漢方薬、生薬、健康食品
●通販サイト　https://www.nara-kaki.com/　

森田草楽堂薬局

生駒市真弓南1-10-7（ならやま大通り沿い）
TEL0743-79-0013
FAX 0743-79-0031
11：00～15：00(LO 14:30)/17：00～22：00(LO 21:30)
●定休日　火曜日

中国菜館 桂花

と
う

き 

し
ゃ
く
や
く
さ
ん

ご購入とお問い合わせ❽❾

奈良県アンテナショップ「奈良のうまいものプラザ」（ＪＲ奈良駅構内1階）
中国菜館桂花（生駒市真弓南1-10-7（ならやま大通り沿い））
近鉄百貨店奈良店5階東急ハンズ奈良店（近鉄西大寺駅近く）・・・※一部商品は売っていません

（一社）大和ハーブ協会（生駒市真弓3丁目1-15）TEL.0743-79-0031

ご購入とお問い合わせ❶～❼

農業生産法人 有限会社ポニーの里ファーム オンラインショップ
(http://ponynosatofarm.shop-pro.jp/)にてご購入いただけます。



奈
良
の
風
景
15

世界
遺産
The World Heritage

リ
レ
ー
連
載

奈
良
大
学 

文
学
部 

文
化
財
学
科 

教
授

　関
根 

俊
一

吉
野
山
の
春

67

て
右
像
が
千
手
観
音
、
左
像
が
弥
勒
菩

薩
の
本
地
（
も
と
の
仏
の
姿
。「
権
現
」

は
仮
の
姿
）
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
過
去
・

現
在
・
来
世
を
つ
か
さ
ど
る
と
い
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
像
の
中
尊
像
内
の

銘
文
に
は
天
正
18
年
（
１
５
９
１
）
に

南
都
大
仏
師
宗
貞
、
宗
印
等
が
造
立
し

た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
宗
貞
、
宗

印
は
、
中
世
末
期
に
活
躍
し
た
番
匠
（
大

工
）
出
身
の
下
御
門
仏
師
に
属
し
た
奈

良
の
仏
師
で
、
天
正
14
年
（
１
５
８
６
）

に
は
、
豊
臣
秀
吉
が
進
め
た
京
都
・
方

広
寺
の
大
仏
造
営
に
参
画
し
て
い
る
。

東
大
寺
大
仏
よ
り
大
き
な
高
さ
６
丈
３

尺
（
約
19
ｍ
）
の
方
広
寺
大
仏
は
、
文

禄
4
年
（
１
５
９
５
）
に
完
成
し
た
の

も
つ
か
の
間
、
翌
年
の
慶
長
伏
見
地
震

に
よ
り
倒
壊
し
て
し
ま
っ
た
が
、
彼
ら

が
建
築
に
も
通
じ
て
、
巨
像
の
制
作
に

ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か

で
、
も
ち
ろ
ん
金
峯
山
寺
金
剛
蔵
王
権

現
の
造
立
も
こ
の
技
術
が
あ
っ
て
こ
そ

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
吉
野
山
を
北
端
と
し
て
、
熊
野

三
山
へ
続
く
修
行
道
は
「
大
峯
奥
駈
道
」

と
呼
ば
れ
、「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣

道
」
の
一
部
と
し
て
２
０
０
４
年
に
ユ

ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
と
し
て
登
録

さ
れ
て
い
る
が
、
と
く
に
吉
野
山
よ
り

南
方
20
数
キ
ロ
の
山
上
ヶ
岳
（
標
高
１

７
１
９
m
）
に
至
る
山
系
は
、
古
来
「
金

峯
山
」
と
し
て
日
本
屈
指
の
山
岳
霊
場

と
し
て
知
ら
れ
る
。
７
世
紀
後
半
に
役

小
角
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
と
伝
え
る
金

峯
山
は
、
そ
の
後
、
平
安
時
代
の
寛
平

６
年
（
８
９
４
）
に
京
都
・
醍
醐
寺
開

山
と
し
て
も
知
ら
れ
る
聖
宝
（
理
源
大

師
）
が
再
興
し
、
参
詣
路
の
整
備
を
は

じ
め
、
堂
を
建
立
し
て
如
意
輪
観
音
、

多
聞
天
、
金
剛
蔵
王
菩
薩
が
安
置
さ
れ

た
（『
聖
宝
僧
正
伝
』）。
こ
れ
を
契
機
に
、

再
び
霊
場
と
し
て
篤
い
信
仰
が
寄
せ
ら

れ
、
皇
族
・
貴
族
た
ち
の
参
詣
も
相
次
ぎ
、

宇
多
法
皇
、
藤
原
道
長
、
藤
原
師
通
、

白
河
上
皇
ら
も
挙
っ
て
参
詣
し
て
い
る
。

　
大
峰
山
系
は
、
海
抜
に
す
れ
ば
２
０

０
０
ｍ
に
は
満
た
な
い
の
で
あ
る
が
、

年
間
降
雨
量
は
日
本
有
数
で
決
し
て
安

　
４
月
の
初
旬
、
吉
野
山
は
日
本
屈
指

の
桜
花
で
一
気
に
爛
漫
な
春
景
へ
と
導

か
れ
る
。
こ
こ
数
年
は
機
会
に
恵
ま
れ

な
い
が
、
十
数
年
来
、
新
入
学
の
学
生

た
ち
を
引
率
し
て
の
１
泊
２
日
吉
野
合

宿
が
常
で
あ
っ
た
。
毎
年
の
吉
野
の
景

観
は
、
年
に
よ
っ
て
異
な
り
、
開
花
に

至
る
桜
の
よ
う
す
も
、
あ
る
時
は
蕾
を

固
く
閉
ざ
し
雪
の
舞
う
日
も
あ
れ
ば
、

あ
る
時
は
全
山
満
開
の
景
に
一
同
歓
声

を
上
げ
る
年
も
あ
っ
た
。

　
俗
に
「
一
目
千
本
」
と
呼
ば
れ
る
吉

野
山
の
桜
は
、
下
千
本
・
中
千
本
・
上

千
本
・
奥
千
本
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、

山
下
か
ら
山
上
へ
と
緩
や
か
に
開
花
し

て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
桜
の
ほ
と

ん
ど
が
白
山
桜
（
シ
ロ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
）
で
、

そ
の
数
は
約
３
万
本
に
も
及
ぶ
と
い
う
。

豊
臣
秀
吉
が
花
見
を
催
し
た
こ
と
で
も

知
ら
れ
、
ま
た
西
行
、
紀
貫
之
そ
し
て

芭
蕉
ら
多
く
の
歌
人
・
俳
人
の
作
品
も

残
さ
れ
て
い
る
。

　
吉
野
山
に
桜
が
植
樹
さ
れ
た
の
に
は

諸
説
が
あ
る
が
、
一
般
的
に
は
平
安
時

代
に
こ
の
地
で
修
験
道
が
盛
ん
と
な
り
、

そ
こ
で
奉
じ
ら
れ
る
蔵
王
権
現
の
御
神

木
が
桜
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
修

験
道
の
開
祖
役
小
角
（
役
行
者
）
が
金

峯
山
で
厳
し
い
修
行
を
し
た
す
え
に
、

金
剛
蔵
王
権
現
を
祈
り
出
し
、
そ
の
尊

い
姿
を
み
ず
か
ら
桜
の
木
に
彫
り
出
し

た
と
い
う
故
事
に
基
づ
い
て
の
こ
と
で

あ
る
。

　
こ
の
伝
承
を
う
け
て
、
こ
の
山
で
修

行
す
る
修
験
者
（
山
伏
）
は
、
や
が
て

神
木
で
あ
る
桜
材
に
蔵
王
権
現
を
刻
み

奉
っ
て
祈
る
こ
と
を
常
と
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
し
て
桜
の
苗
を
寄
進
・
植

樹
す
る
こ
と
こ
そ
が
権
現
へ
の
最
高
の

供
養
で
あ
り
、
桜
の
一
枝
を
折
る
こ
と

は
、
指
一
本
落
と
す
こ
と
と
同
義
と
心

得
、
た
と
え
枯
れ
木
と
い
え
ど
も
桜
樹

で
あ
れ
ば
薪
に
す
る
こ
と
さ
え
慎
し
ん

だ
と
い
う
。

　
吉
野
山
に
は
由
緒
あ
る
多
く
の
寺
院

が
所
在
す
る
が
、
そ
の
中
で
最
も
威
容

を
誇
る
の
が
金
峯
山
寺
蔵
王
堂
（
国
宝
）

で
あ
る
。
自
然
木
を
用
い
た
豪
壮
な
建

物
内
の
巨
大
な
厨
子
に
３
体
の
秘
仏
金

剛
蔵
王
権
現
像
（
約
７
ｍ
）
を
ま
つ
る
。

髪
を
逆
立
て
目
を
吊
り
上
げ
、
口
を
大

き
く
開
く
怒
り
の
相
で
、
片
足
を
高
く

上
げ
、
燃
え
盛
る
火
焔
を
負
う
。
寺
伝

に
よ
る
と
中
尊
が
釈
迦
如
来
、
向
か
っ

易
な
道
筋
で
は
な
い
。
道
の
要
所
に
は

拝
所
や
行
場
が
あ
り
、
こ
れ
を
「
靡
き
」

と
称
し
そ
の
数
75
を
数
え
る
。

　
貴
顕
の
参
拝
者
の
中
で
、
寛
弘
4
年

（
１
０
０
７
）
に
入
峯
し
た
藤
原
道
長
は
、

山
上
の
大
峯
山
寺
本
堂
付
近
に
経
塚
を

造
営
。
未
来
仏
で
あ
る
弥
勒
が
現
世
に

来
臨
す
る
56
億
７
千
万
年
ま
で
の
間
、

釈
迦
が
説
い
た
経
典
を
地
中
に
埋
納
し
、

弥
勒
仏
下
生
の
折
は
、
自
ら
も
浄
土
よ

り
参
じ
て
法
会
に
臨
む
こ
と
を
誓
っ
た
。

こ
の
道
長
に
よ
る
経
塚
造
営
を
端
緒
と

し
て
、
山
上
蔵
王
堂
周
辺
の
経
塚
に
は

経
典
を
は
じ
め
多
く
品
々
が
埋
納
さ
れ
、

江
戸
時
代
以
降
に
出
土
し
た
遺
物
は
今

日
で
も
重
要
な
考
古
資
料
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
１
９
８
３
年
か
ら
１
９
８
６

年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
、
山
上
の
大
峯

山
寺
本
堂
解
体
修
理
工
事
に
伴
う
発
掘

調
査
で
は
、
金
造
の
阿
弥
陀
如
来
像
と

菩
薩
像
な
ど
（
い
ず
れ
も
像
高
約
３
㎝
）

が
出
土
し
て
話
題
を
呼
ん
だ
。

　
満
開
の
桜
に
は
じ
ま
る
吉
野
・
大
峯
の

景
観
を
、
日
本
の
原
風
景
の
ひ
と
つ
と
し

て
長
く
守
り
伝
え
た
い
も
の
で
あ
る
。
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根 

俊
一

吉
野
山
の
春

67

て
右
像
が
千
手
観
音
、
左
像
が
弥
勒
菩

薩
の
本
地
（
も
と
の
仏
の
姿
。「
権
現
」

は
仮
の
姿
）
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
過
去
・

現
在
・
来
世
を
つ
か
さ
ど
る
と
い
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
像
の
中
尊
像
内
の

銘
文
に
は
天
正
18
年
（
１
５
９
１
）
に

南
都
大
仏
師
宗
貞
、
宗
印
等
が
造
立
し

た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
宗
貞
、
宗

印
は
、
中
世
末
期
に
活
躍
し
た
番
匠
（
大

工
）
出
身
の
下
御
門
仏
師
に
属
し
た
奈

良
の
仏
師
で
、
天
正
14
年
（
１
５
８
６
）

に
は
、
豊
臣
秀
吉
が
進
め
た
京
都
・
方

広
寺
の
大
仏
造
営
に
参
画
し
て
い
る
。

東
大
寺
大
仏
よ
り
大
き
な
高
さ
６
丈
３

尺
（
約
19
ｍ
）
の
方
広
寺
大
仏
は
、
文

禄
4
年
（
１
５
９
５
）
に
完
成
し
た
の

も
つ
か
の
間
、
翌
年
の
慶
長
伏
見
地
震

に
よ
り
倒
壊
し
て
し
ま
っ
た
が
、
彼
ら

が
建
築
に
も
通
じ
て
、
巨
像
の
制
作
に

ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か

で
、
も
ち
ろ
ん
金
峯
山
寺
金
剛
蔵
王
権

現
の
造
立
も
こ
の
技
術
が
あ
っ
て
こ
そ

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
吉
野
山
を
北
端
と
し
て
、
熊
野

三
山
へ
続
く
修
行
道
は
「
大
峯
奥
駈
道
」

と
呼
ば
れ
、「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣

道
」
の
一
部
と
し
て
２
０
０
４
年
に
ユ

ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
と
し
て
登
録

さ
れ
て
い
る
が
、
と
く
に
吉
野
山
よ
り

南
方
20
数
キ
ロ
の
山
上
ヶ
岳
（
標
高
１

７
１
９
m
）
に
至
る
山
系
は
、
古
来
「
金

峯
山
」
と
し
て
日
本
屈
指
の
山
岳
霊
場

と
し
て
知
ら
れ
る
。
７
世
紀
後
半
に
役

小
角
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
と
伝
え
る
金

峯
山
は
、
そ
の
後
、
平
安
時
代
の
寛
平

６
年
（
８
９
４
）
に
京
都
・
醍
醐
寺
開

山
と
し
て
も
知
ら
れ
る
聖
宝
（
理
源
大

師
）
が
再
興
し
、
参
詣
路
の
整
備
を
は

じ
め
、
堂
を
建
立
し
て
如
意
輪
観
音
、

多
聞
天
、
金
剛
蔵
王
菩
薩
が
安
置
さ
れ

た
（『
聖
宝
僧
正
伝
』）。
こ
れ
を
契
機
に
、

再
び
霊
場
と
し
て
篤
い
信
仰
が
寄
せ
ら

れ
、
皇
族
・
貴
族
た
ち
の
参
詣
も
相
次
ぎ
、

宇
多
法
皇
、
藤
原
道
長
、
藤
原
師
通
、

白
河
上
皇
ら
も
挙
っ
て
参
詣
し
て
い
る
。

　
大
峰
山
系
は
、
海
抜
に
す
れ
ば
２
０

０
０
ｍ
に
は
満
た
な
い
の
で
あ
る
が
、

年
間
降
雨
量
は
日
本
有
数
で
決
し
て
安

　
４
月
の
初
旬
、
吉
野
山
は
日
本
屈
指

の
桜
花
で
一
気
に
爛
漫
な
春
景
へ
と
導

か
れ
る
。
こ
こ
数
年
は
機
会
に
恵
ま
れ

な
い
が
、
十
数
年
来
、
新
入
学
の
学
生

た
ち
を
引
率
し
て
の
１
泊
２
日
吉
野
合

宿
が
常
で
あ
っ
た
。
毎
年
の
吉
野
の
景

観
は
、
年
に
よ
っ
て
異
な
り
、
開
花
に

至
る
桜
の
よ
う
す
も
、
あ
る
時
は
蕾
を

固
く
閉
ざ
し
雪
の
舞
う
日
も
あ
れ
ば
、

あ
る
時
は
全
山
満
開
の
景
に
一
同
歓
声

を
上
げ
る
年
も
あ
っ
た
。

　
俗
に
「
一
目
千
本
」
と
呼
ば
れ
る
吉

野
山
の
桜
は
、
下
千
本
・
中
千
本
・
上

千
本
・
奥
千
本
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
、

山
下
か
ら
山
上
へ
と
緩
や
か
に
開
花
し

て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
桜
の
ほ
と

ん
ど
が
白
山
桜
（
シ
ロ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
）
で
、

そ
の
数
は
約
３
万
本
に
も
及
ぶ
と
い
う
。

豊
臣
秀
吉
が
花
見
を
催
し
た
こ
と
で
も

知
ら
れ
、
ま
た
西
行
、
紀
貫
之
そ
し
て

芭
蕉
ら
多
く
の
歌
人
・
俳
人
の
作
品
も

残
さ
れ
て
い
る
。

　
吉
野
山
に
桜
が
植
樹
さ
れ
た
の
に
は

諸
説
が
あ
る
が
、
一
般
的
に
は
平
安
時

代
に
こ
の
地
で
修
験
道
が
盛
ん
と
な
り
、

そ
こ
で
奉
じ
ら
れ
る
蔵
王
権
現
の
御
神

木
が
桜
で
あ
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
修

験
道
の
開
祖
役
小
角
（
役
行
者
）
が
金

峯
山
で
厳
し
い
修
行
を
し
た
す
え
に
、

金
剛
蔵
王
権
現
を
祈
り
出
し
、
そ
の
尊

い
姿
を
み
ず
か
ら
桜
の
木
に
彫
り
出
し

た
と
い
う
故
事
に
基
づ
い
て
の
こ
と
で

あ
る
。

　
こ
の
伝
承
を
う
け
て
、
こ
の
山
で
修

行
す
る
修
験
者
（
山
伏
）
は
、
や
が
て

神
木
で
あ
る
桜
材
に
蔵
王
権
現
を
刻
み

奉
っ
て
祈
る
こ
と
を
常
と
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
し
て
桜
の
苗
を
寄
進
・
植

樹
す
る
こ
と
こ
そ
が
権
現
へ
の
最
高
の

供
養
で
あ
り
、
桜
の
一
枝
を
折
る
こ
と

は
、
指
一
本
落
と
す
こ
と
と
同
義
と
心

得
、
た
と
え
枯
れ
木
と
い
え
ど
も
桜
樹

で
あ
れ
ば
薪
に
す
る
こ
と
さ
え
慎
し
ん

だ
と
い
う
。

　
吉
野
山
に
は
由
緒
あ
る
多
く
の
寺
院

が
所
在
す
る
が
、
そ
の
中
で
最
も
威
容

を
誇
る
の
が
金
峯
山
寺
蔵
王
堂
（
国
宝
）

で
あ
る
。
自
然
木
を
用
い
た
豪
壮
な
建

物
内
の
巨
大
な
厨
子
に
３
体
の
秘
仏
金

剛
蔵
王
権
現
像
（
約
７
ｍ
）
を
ま
つ
る
。

髪
を
逆
立
て
目
を
吊
り
上
げ
、
口
を
大

き
く
開
く
怒
り
の
相
で
、
片
足
を
高
く

上
げ
、
燃
え
盛
る
火
焔
を
負
う
。
寺
伝

に
よ
る
と
中
尊
が
釈
迦
如
来
、
向
か
っ

易
な
道
筋
で
は
な
い
。
道
の
要
所
に
は

拝
所
や
行
場
が
あ
り
、
こ
れ
を
「
靡
き
」

と
称
し
そ
の
数
75
を
数
え
る
。

　
貴
顕
の
参
拝
者
の
中
で
、
寛
弘
4
年

（
１
０
０
７
）
に
入
峯
し
た
藤
原
道
長
は
、

山
上
の
大
峯
山
寺
本
堂
付
近
に
経
塚
を

造
営
。
未
来
仏
で
あ
る
弥
勒
が
現
世
に

来
臨
す
る
56
億
７
千
万
年
ま
で
の
間
、

釈
迦
が
説
い
た
経
典
を
地
中
に
埋
納
し
、

弥
勒
仏
下
生
の
折
は
、
自
ら
も
浄
土
よ

り
参
じ
て
法
会
に
臨
む
こ
と
を
誓
っ
た
。

こ
の
道
長
に
よ
る
経
塚
造
営
を
端
緒
と

し
て
、
山
上
蔵
王
堂
周
辺
の
経
塚
に
は

経
典
を
は
じ
め
多
く
品
々
が
埋
納
さ
れ
、

江
戸
時
代
以
降
に
出
土
し
た
遺
物
は
今

日
で
も
重
要
な
考
古
資
料
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
１
９
８
３
年
か
ら
１
９
８
６

年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
、
山
上
の
大
峯

山
寺
本
堂
解
体
修
理
工
事
に
伴
う
発
掘

調
査
で
は
、
金
造
の
阿
弥
陀
如
来
像
と

菩
薩
像
な
ど
（
い
ず
れ
も
像
高
約
３
㎝
）

が
出
土
し
て
話
題
を
呼
ん
だ
。

　
満
開
の
桜
に
は
じ
ま
る
吉
野
・
大
峯
の

景
観
を
、
日
本
の
原
風
景
の
ひ
と
つ
と
し

て
長
く
守
り
伝
え
た
い
も
の
で
あ
る
。
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い
ま
で
は
全
国
で
行
わ
れ
て
い
る

一
〇
〇
円
商
店
街
。
全
国
初
は
山
形
県
で

す
が
、
関
西
初
は
こ
の
生
駒
駅
前
商
店

街
。
実
際
に
企
画
を
立
ち
上
げ
た
と
き
は

コ
ツ
が
つ
か
め
ず
、
一
〇
〇
円
商
店
街
を

始
め
た
山
形
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
主
催
者
を
招

い
て
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
、
な
ん
と
か
イ
ベ

ン
ト
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。

　
実
際
に
イ
ベ
ン
ト
へ
行
っ
て
み
る
と
、

子
供
向
け
の
わ
た
あ
め
や
ポ
ッ
プ
コ
ー

ン
、
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
な
ど
が

あ
り
、
商
店
街
が
ま
る
で
お
祭
り
の
よ

う
な
、
と
て
も
賑
や
か
な
雰
囲
気
で
す
。

　
一
〇
〇
円
商
店
街
の
ス
タ
ー
ト
は
10

時
か
ら
で
す
が
、
10
時
過
ぎ
に
は
多
く

の
行
列
が
で
き
て
い
ま
す
。
掘
り
出
し
も

の
を
Ｇ
Ｅ
Ｔ
す
る
に
は
10
時
に
到
着
し
て

い
る
よ
う
で
は
遅
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
参
加
さ
れ
て
い
る
お
店
は
50
店
舗
以

上
あ
り
ま
す
。
商
店
街
の
メ
イ
ン
の
通

り
だ
け
で
は
な
く
広
い
範
囲
で
行
わ
れ

て
い
る
た
め
、
事
前
に
チ
ラ
シ
か
ホ
ー

ム
ぺ
ー
ジ
で
目
玉
商
品
な
ど
リ
サ
ー
チ

し
て
お
く
こ
と
が
お
す
す
め
で
す
。

　
先
日
の
芥
川
賞
に
も
初
小
説
「
ビ
ニ
ー
ル

傘
」
が
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
気
鋭
の
社
会
学

者
に
よ
る
エ
ッ
セ
イ
。

　
社
会
学
者
と
し
て
調
査
対
象
者
（
主
に
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
）
に
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
を
行
う
中

で
出
会
っ
た
様
々
な
人
物
の
語
り
の
な
か
で
、

著
者
が
学
術
的
に
分
析
で
き
な
か
っ
た
話
を

ま
と
め
て
い
る
。
話
の
な
か
に
起
承
転
結
が

あ
る
わ
け
で
も
な
い
淡
々
と
し
た
言
葉
の

数
々
が
、
ま
る
で
目
の
前
で
そ
の
人
物
の
語

り
を
実
際
に
聞
い
て
い
る
よ
う
な
感
覚
さ

え
生
む
。

　
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
日
常
生
活
を
送
っ
て

い
る
と
、
な
か
な
か
接
点
の
無
い
人
々
の

語
り
を
読
む
こ
と
で
、
他
者
の
日
常
を
追

体
験
す
る
よ
う
な
気
分
に
も
な
る
の
で
不

思
議
だ
。

　
学
者
と
し
て
分
析
・
解
釈
で
き
な
か
っ

た
出
来
事
を
「
そ
れ
ら
は
た
だ
そ
こ
に
あ

る
」
こ
と
と
し
て
、
ま
る
で
小
説
や
映
画

の
よ
う
に
紡
い
で
い
く
著
者
の
文
才
に
は

感
嘆
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

　「
断
片
的
な
も
の
」
と
タ
イ
ト
ル
に
あ
る

通
り
、
語
り
自
体
は
脈
絡
も
な
く
バ
ラ
バ

ラ
で
は
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
「
断
片
」
が

集
ま
っ
て
社
会
が
形
成
さ
れ
て
い
く
の
だ

と
い
う
こ
と
を
実
感
す
る
。
自
己
と
他
者

に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
一
冊
で
あ
る
。

　
ま
え
が
き
の
冒
頭
の
一
文
を
ま
ず
引
用

す
る
。

　「
本
書
は
日
本
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
の

公
文
書
館
や
大
学
図
書
館
な
ど
で
公
開
さ
れ

て
い
る
第
一
次
資
料
に
基
づ
い
て
歴
史
的
事

実
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
。」

　「
歴
史
問
題
の
正
解
」
は
こ
の
一
文
に
尽
き

る
。
事
実
＝
Ｆ
Ａ
Ｃ
Ｔ
こ
そ
が
正
解
な
の
だ
。

自
ら
の
不
勉
強
の
せ
い
で
も
あ
り
、
ま
た

関
係
諸
国
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
の
効
果
で
、

我
々
日
本
人
は
事
実
に
反
す
る
こ
と
を
た

く
さ
ん
信
じ
込
ま
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

本
は
い
く
つ
か
の
例
を
挙
げ
、
現
代
史
に

お
け
る
真
実
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
説
明
し
て

く
れ
る
。
例
え
ば
、①
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
に「
日

本
の
戦
争
は
間
違
い
」
と
い
う
文
言
は
存

在
し
な
い
。②
日
本
は
無
条
件
降
伏
し
て
い

な
い
。③
尖
閣
諸
島
は
間
違
い
な
く
日
本
の

領
土
で
あ
る
。

　
日
本
人
は
戦
後
刷
り
込
ま
れ
た
洗
脳
か

ら
脱
却
し
、
事
実
を
も
う
一
度
我
々
の
手

で
積
み
上
げ
、
事
実
に
よ
り
国
と
国
と
の

関
係
を
築
い
て
い
く
時
期
に
来
て
い
る
。

商
店
街
全
体
を
一
つ
の
一
〇
〇
円
シ
ョ
ッ
プ
に
見
立
て
、

選
り
す
ぐ
り
の
目
玉
商
品
で
馴
染
み
の
商
店
街
を

賑
わ
い
通
り
に
変
え
て
し
ま
う
『
一
〇
〇
円
商
店
街
』。

34
回
の
実
績
を
誇
る
生
駒
駅
前
商
店
街
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

啓林堂書店の外さない本棚 http://www.books-keirindo.co.jp/

断片的なものの
社会学歴史問題の正解

岸政彦 著（朝日出版社）有馬哲夫 著（新潮新書）

気鋭の社会学者が日常を淡々と紡ぐエッセイ事実を積み重ねて現代史の深層にせまる

【
学
園
前
店
　
店
長
　
澤
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長
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浦
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】

（2017年1月28日 第34回 開催時参加店舗）※今後参加店舗は変更になる場合があります。

●お問合せ
生駒商工会議所
生駒市元町1-6-12
生駒セイセイビル6F
TEL 0743-74-3515
FAX 0743-74-9185

通常 5,000 円以上するメガネフレームが 100
円で！しかも国産品です。
店内にはいろいろな種類のメガネが置かれてい
ます。
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国産メガネ
フレームが

　　　　　
１００円！

国産メガネ
フレームが

　　　　　
１００円！

ぼくのメガネ工房

商店街だけではなく、生駒駅直結のグリーンヒルいこま
でも開催。ギョーザセットがおすすめのこちらの中国料
理店では店内で金魚が観賞できます。それにちなんで金
魚の稚魚が 100 円で出品。お店の金魚は種類も豊富で
大きいものも優雅に回遊中。金魚好きにはたまらないお
店です。

中国料理屋
さんが

金魚を出品？
中国料理屋

さんが

金魚を出品？ 中国料理 花とも

文房具だけでなはく、カバンや画材も扱う本格
文具店から出品されたランドセル。
あまりにもお得すぎるため、出品されたときは
抽選販売で。34 回の歴史で何度か出品されてい
ます。

文具のいなもり

一
〇
〇
円
商
店
街
参
加
店
舗

国内有名メー
カー

新品ランドセ
ルが１００円

！国内有名メー
カー

新品ランドセ
ルが１００円

！

安いものを100円で売っているだけではありま

せん。100円商品は変わることもありますが、

過去にあった掘り出し物をご紹介します。

え！これが100円！？え！これが100円！？
毎回驚きの出品毎回驚きの出品

家族
みん
なで

楽し
めま
す！

地域の
方々に

楽しま
れて

もっと
もっと

愛され
るイベ

ントに

してい
きたい

です！

生駒駅前100円商店街

澤村 章男さん
イマジンハウス

百
円
商
店
街

生
駒
駅
前

100円

一
〇
〇
円
商
店
街
に

　
　
　
　行
っ
て
み
よ
う

今後の開催予定

第35回 ４/22（土）
第36回 ６/24（土）
第37回 10/28（土）
第38回 １/27（土）
各回10：00～17：00（予定）



葛城の野菜をふんだんに

使った大人気

焼き野菜カレー。

　
奈
良
県
で
は
13
番
目
と
な
る
道
の
駅

が
２
０
１
６
年
11
月
、
葛
城
市
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

　
南
阪
奈
道
路
葛
城
出
口
す
ぐ
に
位
置

し
た
便
利
な
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。
緑
豊
か

な
葛
城
山
の
麓
に
あ
る
道
の
駅
か
ら
見

下
ろ
す
奈
良
の
景
色
は
と
て
も
綺
麗
で

す
。

　
駅
内
の
直
売
所
で
は
花
き
や
菊
や
葛

城
名
産
の
い
ち
ご
「
こ
と
か
」
な
ど
の

農
産
物
の
ほ
か
、
奈
良
県
の
名
産
品
や

工
芸
品
、
奈
良
県
に
は
な
い
淡
路
岩
屋

漁
港
直
送
の
海
の
幸
と
い
っ
た
生
鮮
食

品
も
取
り
扱
っ
て
お
り
、
ス
ー
パ
ー
か

と
見
間
違
え
る
ほ
ど
。

　
フ
ー
ド
コ
ー
ト
で
は
健
康
の
た
め
に

考
え
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
定
食
や
葛
城
産
の

野
菜
を
使
っ
た
大
人
気
焼
き
野
菜
カ

レ
ー
、
葛
城
の
名
産
で
あ
る
桑
の
葉
を

使
っ
た
グ
ル
メ
や
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
、

菊
芋
コ
ロ
ッ
ケ
な
ど
、
他
で
は
食
べ
ら

れ
な
い
ご
当
地
も
の
が
人
気
。
カ
フ
ェ

や
ベ
ー
カ
リ
ー
な
ど
フ
ー
ド
コ
ー
ト
内

に
は
計
５
店
舗
も
あ
り
、
食
の
誘
惑
が

多
い
。
ド
ラ
イ
ブ
・
グ
ル
メ
の
拠
点
と

し
て
注
目
で
す
。

　
今
後
は
定
期
的
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
、
観
光
客
の
集
客
を
狙
っ
て
い
く
と

か
。
葛
城
市
の
新
た
な
観
光
拠
点
と
し

て
、
い
っ
そ
う
の
充
実
が
期
待
で
き
そ

う
で
す
。

10

道
の
駅

か
つ
ら
ぎ

NARA

12
station

奈
良
や
葛
城
の
特
産
物
が
ど
っ
さ
り

絶
品
ぞ
ろ
い
の
新
名
所

Katsuragi

Sp r i n g  ＆ Sum
m

erImajin21

道の駅 かつらぎ
奈良県葛城市太田1257番

（南阪奈道路 葛城IC 山麓線太田南交差点南側）

営業時間:フードコート（カフェ）8:30～19:00、
　　　　 （レストラン）11:00～19:00
　　　　 農産直売所 8:30～19:00
休 業 日:年中無休
※ トイレ・駐車場・公衆電話は24時間利用できます。
駐 車 場：大型25台　普通74台
問 合 せ：TEL.0745-48-1147
ホームページ：http://michinoeki-katsuragi.jp/
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「ふるさとを面白く」
NEW！2016年11月オープン

南阪奈道路

至吉野
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至橿原
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忍海

御所 御所

大和新庄

至王寺至天王寺

30
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かつらぎ

葛城市

葛城市
マスコットキャラクター

「蓮花ちゃん」
れんか

清涼感がある真新しい店内で

ゆったりとお買い物♪

フードコート

葛城産桑の葉を使用したオリジナ
ルかりんとう。

桑の葉かりんとう

葛城の清流で育ったお米。

お米

自然豊かな葛城で育った芋を使用
したぼたもち。

芋ぼたもち

葛城で採れる桑の葉を使用したドレ
ッシングや調味料もあります。

桑の葉商品

柿エキスをうどんに練りこんだ肉
うどん。

柿うどん

甘さ控えめもっちりおはぎ。

おはぎ

やさしい甘さと香りの白いいちご

淡雪（あわゆき）

葛城名産のいちご「ことか」は道の
駅かつらぎの看板商品。

ことか

健康からだ食堂

フードコート内の各店舗では、地元特産を使ったグルメが登場。
「桑」を使ったソフトクリームや女子受け抜群のジェラート、
子どもに大人気の菊芋コロッケが人気です。

野菜類はもちろん、加工品や特産品、
生鮮品まで販売しています。

フォレストカフェ

豊富な種類があるジェラート。珍
しい酒粕を使ったジェラートもあ
ります。

寺口ファーム・ 保
Cenfre de village

フードコート内にあるパン屋さん。
店内には色々なパンやスイーツが並
んでます。

独自レシピの

健康おばんざい定食が大人気。

朝は洋モーニングと

和風モーニング

（和風モーニングは限定）

農産物直売所

地元の菊芋を使ったユニークな
コロッケや桑の葉ソフト。
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大
和
三
山
・
藤
原
京
・
伊
勢
神
宮
・
住
吉
大
社

特集

古
代
風
景
考

―

火
と
土
の
霊
力
と
そ
の
浄
化
力
と
南
北
方
向
の
政
治
的
精
神
軸―

東
京
都
立
大
学

（
首
都
大
学
東
京
） 

名
誉
教
授

後編

堀  

信
行

で
は
帝
釈
天
）
が
あ
り
、
そ
れ
を
天
帝
と
す

る
。
厳
密
に
は
北
極
星
に
相
当
す
る
中
心
点

は
時
代
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
移
動
す
る
が
、

本
稿
で
は
北
極
星
と
総
称
す
る
。
天
帝
に
対

す
る
地
上
の
統
治
者
は
皇
帝
。
日
本
で
は
ス

メ
ラ
ミ
コ
ト
、ス
メ
ロ
キ
、ス
ベ
ラ
ギ
と
い
っ

た
が
、
後
に
天
皇
と
呼
ば
れ
る
。
少
な
く
と

も
天
武
・
持
統
期
以
降
は
天
皇
で
あ
る
。
日

本
の
天
皇
は
、
中
国
他
の
皇
帝
と
違
っ
て
、

皇
祖
神
ア
マ
テ
ラ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
、
日

本
固
有
の
神
々
を
ま
つ
る
祭
祀
執
行
者
と
し

て
の
機
能
も
兼
ね
そ
な
え
て
き
た
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
天
帝
と
天
皇
の
間
に

潜
む
深
い
関
係
が
推
察
さ
れ
る
。
天
皇
が
大

極
殿
の
高
御
座
に
南
を
向
い
て
座
し
た
時
、

背
後
の
北
側
に
耳
成
山
が
あ
る
。
三
角
錐
の

耳
成
山
の
斜
面
に
は
、
名
称
通
り
耳
に
相
当

す
る
突
出
部
は
な
い
。
耳
成
山
は
天
帝
と
し

て
の
北
極
星
が
も
つ
霊
力
を
享
け
て
、
大
極

殿
の
神
体
山
と
な
る
。
こ
う
考
え
た
と
き
、

藤
原
京
の
条
坊
道
路
網
か
ら
耳
成
山
が
少
し

外
れ
て
い
る
の
は
、
耳
成
山
を
天
皇
の
み
の

神
体
山
に
す
る
意
図
も
窺
え
る
。

　⑵
南
北
方
向
の
政
治
的
精
神
軸

　
耳
成
山
と
大
極
殿
を
結
ぶ
南
北
軸
が
、
天

皇
を
天
帝
と
し
て
の
北
極
星
と
結
び
つ
け
る

軸
線
で
あ
れ
ば
、
為
政
者
に
は
精
神
的
拠
り

所
と
な
る
。
そ
こ
で
こ
の
南
北
軸
を
、
政
治

的
精
神
軸
と
呼
び
た
い
。
藤
原
京
以
降
、
平

城
京
、
難
波
京
、
恭
仁
京
、
長
岡
京
、
平
安

京
に
お
け
る
大
極
殿
と
そ
の
向
き
の
関
係
は

全
て
南
北
軸
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
平
城

京
に
お
け
る
東
大
寺
の
大
仏
を
は
じ
め
、
京

内
の
寺
院
と
主
要
な
仏
像
の
基
本
的
方
向
は

南
北
軸
で
あ
る
。

　
先
に
伊
勢
神
宮
の
内
宮
も
外
宮
も
正
宮
の

向
き
は
南
北
で
、
参
拝
者
は
北
を
向
い
て
拝

む
と
述
べ
た
。
伊
勢
神
宮
が
天
武
・
持
統
期

に
整
備
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
南
北
方
向
の
政

治
的
精
神
軸
を
基
軸
に
藤
原
宮
の
大
極
殿
を

造
営
し
た
基
本
構
想
を
適
用
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
為
政
者
が
、
神
や
仏
も
広
い
意
味
で

天
空
の
天
帝
と
み
な
し
、
神
仏
一
体
と
な
っ

て
地
上
の
民
を
見
守
り
、
治
め
よ
う
と
考
え

れ
ば
、
南
北
方
向
の
政
治
的
精
神
軸
は
極
め

て
有
効
な
為
政
者
の
精
神
的
な
基
本
理
念
と

な
る
。
南
北
方
向
の
政
治
的
精
神
軸
は
、
そ

の
後
の
武
士
社
会
を
経
て
現
在
に
も
受
け
継

が
れ
、
多
く
の
事
例
を
挙
げ
ら
れ
る
。

　⑶
天
武
・
持
統
陵
の
位
置
と
そ
の
意
味
を

考
え
る

　
持
統
天
皇
は
、
壬
申
の
乱
を
経
て
、
天
武

天
皇
の
意
志
を
継
承
し
、
壮
大
な
国
家
建
設

の
構
想
を
遷
都
で
実
現
し
た
。
し
か
し
一
方

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
勢
力
が
拮
抗
す
る
不

安
定
な
時
代
的
背
景
が
あ
っ
た
。
持
統
天
皇

に
と
っ
て
、
神
体
山
と
し
て
の
大
和
三
山
を

巨
大
な
火
の
霊
力
と
浄
化
装
置
に
見
立
て
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
み
た
い
が
、
立
証

の
す
べ
は
な
い
。
し
か
し
考
え
て
み
る
余
地

は
あ
ろ
う
。
持
統
天
皇
に
は
も
う
一
つ
火
に

関
わ
る
こ
と
が
あ
る
。
持
統
天
皇
は
、
自
身

の
遺
詔
に
よ
り
火
葬
に
さ
れ
た
最
初
の
天
皇

で
あ
る
。
当
時
火
葬
は
、
多
く
の
地
方
出
身

者
が
都
で
亡
く
な
り
地
方
に
戻
る
際
に
火
葬

が
普
及
し
た
と
い
う
社
会
的
状
況
を
考
慮
し

て
も
、
持
統
天
皇
自
身
に
強
い
意
思
が
働
い

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
天
武
・
持
統
陵
が
耳
成
山
と
大
極
殿
の

南
北
軸
上
に
あ
る
こ
と
を
一
般
に
「
聖
な

る
ラ
イ
ン
」
と
呼
ん
で
き
た
。
考
古
学
的

の
立
場
か
ら
も
天
武
・
持
統
陵
は
こ
の
軸

外
宮
の
豊
受
大
神
宮
の
祭
神
ト
ヨ
ウ
ケ
（
豊

受
大
神
）
は
五
穀
の
種
子
を
与
え
た
と
い
う
。

ト
ヨ
ウ
ケ
の
ト
ヨ
は
美
称
、
ウ
ケ
は
ケ
（
食
）

と
同
じ
食
物
の
意
で
、神
名
ど
お
り
食
物
（
五

穀
）
を
つ
か
さ
ど
る
女
神
で
あ
る
。
そ
れ
故

カ
マ
ド
の
象
徴
と
し
て
の
三
ツ
石
は
納
得
で

き
る
が
、
式
年
遷
宮
の
後
半
、
川
原
大
祓
の

儀
は
注
目
さ
れ
る
。

　
流
水
で
浄
化
さ
れ
た
川
原
の
礫
三
つ
が
、

カ
マ
ド
の
三
ツ
石
と
し
て
用
意
さ
れ
、
三
ツ

石
を
中
心
に
正
殿
内
の
御
装
束
神
宝
す
べ
て

が
運
び
出
さ
れ
、
祓
わ
れ
、
そ
の
夜
新
殿
へ

と
遷
御
の
儀
が
行
わ
れ
る
。
三
ツ
石
は
、
川

原
と
い
う
浄
化
空
間
で
、
火
の
霊
力
を
具
現

す
る
火
処
カ
マ
ド
と
し
て
、
流
水
と
火
と
い

う
二
重
の
意
味
を
も
つ
浄
化
装
置
と
し
て
機

能
し
て
い
る
。

　⑵
心
御
柱
と
正
宮
の
向
き

　
一
般
に
伊
勢
神
宮
と
い
え
ば
、
内
宮
の
祭

神
ア
マ
テ
ラ
ス
と
い
う
太
陽
を
象
徴
す
る
皇

祖
神
の
神
宮
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故

に
夫
婦
岩
の
間
か
ら
東
方
を
拝
む
際
は
、
富

士
山
と
日
の
出
が
拝
め
る
こ
と
を
思
い
描

く
。
ま
た
ア
マ
テ
ラ
ス
に
は
、
海
に
結
び
つ

く
要
素
が
あ
り
、
原
初
的
に
は
水
平
方
向
に

日
の
出
の
太
陽
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
と
思
わ
れ

る
。
ゆ
え
に
伊
勢
神
宮
の
空
間
構
成
を
貫
く

基
軸
は
東
西
方
向
か
と
推
察
さ
れ
る
。
し
か

し
、
参
拝
し
て
驚
く
の
は
、
内
宮
も
外
宮
も

正
宮
の
向
き
は
南
北
方
向
で
、
参
拝
者
は
北

向
き
に
拝
む
こ
と
で
あ
る
。
何
故
か
。
素
朴

な
疑
問
で
あ
る
。

　
式
年
遷
宮
の
行
事
に
心
御
柱
奉
建
と
い

う
、
正
殿
床
下
に
御
柱
を
奉
る
深
夜
の
秘
儀

が
あ
る
。
心
御
柱
が
床
下
な
の
は
、
後
世
に

正
宮
他
の
社
殿
が
建
て
ら
れ
、
結
果
と
し
て

床
下
に
な
っ
た
と
予
想
さ
れ
る
。
社
殿
の
変

化
も
視
野
に
入
れ
、
正
宮
の
向
き
が
南
北
軸

で
あ
る
背
景
を
考
え
た
い
。

　
再
び
藤
原
京
の
中
の
藤
原
宮
に
注
目
し

て
み
る
。
宮
の
「
み
」
は
接
頭
辞
で
「
や
」

は
「
屋
」
の
意
で
、
天
皇
の
住
む
御
殿
で

あ
る
。
藤
原
宮
は
、
北
か
ら
天
皇
の
私
的

な
空
間
内
裏
、
そ
の
南
に
大
極
殿
と
回
廊

か
ら
な
る
大
極
殿
院
。
そ
の
南
に
中
央
官

庁
に
あ
た
る
朝
堂
院
が
あ
り
、
両
院
の
接

合
部
に
大
極
殿
門
が
あ
り
、
そ
れ
が
藤
原

宮
の
中
心
点
に
相
当
す
る
。
大
極
殿
は
天

皇
が
政
務
を
行
っ
た
建
物
で
、
内
部
の
高

御
座
に
天
皇
は
南
を
向
い
て
臨
席
し
た
。

　⑴
大
極
殿
と
耳
成
山
の
関
係
を
考
え
る

　
天
皇
は
な
ぜ
南
を
向
く
の
だ
ろ
う
か
。
咄

嗟
に
想
起
さ
れ
る
の
は
、
中
国
か
ら
の
思
想

「
君
子
南
面
す
」
で
あ
る
。
天
体
の
運
行
の

中
心
に
不
動
の
星
、
北
極
星
（
北
斗
、
仏
教

上
に
の
る
よ
う
に
意
図
的
に
造
ら
れ
た
と

さ
れ
て
い
る
。

　
耳
成
山
を
頂
点
と
す
る
大
和
三
山
の
配
置

は
上
空
か
ら
見
れ
ば
「
∴
」
と
な
る
。
こ
れ

に
対
し
て
陵
を
頂
点
に
香
具
山
と
畝
火
山
の

配
置
は
逆
三
角
形
の
「
∵
」
と
な
る
。
こ
こ

で
唐
突
な
論
理
の
飛
躍
に
な
る
が
、「
∴
」

を
生
前
の
三
山
と
す
れ
ば
、「
∵
」
は
死
後

の
三
山
で
、
天
皇
陵
は
死
後
の
耳
成
山
に
あ

た
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
考
え
る
と
死
後

も
藤
原
京
を
見
守
る
天
武
・
持
統
天
皇
の
決

意
が
感
じ
ら
れ
る
。
大
極
殿
院
を
地
上
の
中

心
と
し
て
、
エ
リ
ア
ー
デ
の
い
う
宇
宙
軸
の

天
上
と
地
上
と
地
下
の
三
つ
の
世
界
を
形
成

し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

　
天
武
・
持
統
期
は
、
仏
教
が
日
本
に
伝
来

し
て
1
世
紀
以
上
経
過
し
、
政
治
思
想
に
も

影
響
を
与
え
た
だ
ろ
う
。「
∴
」
も
「
∵
」

も
仏
典
が
書
か
れ
た
梵
語
に
文
字
と
し
て
あ

る
。
前
者
は
「
根
」
を
、
後
者
は
「
禍
」
を

意
味
す
る
。
見
方
を
変
え
れ
ば
生
と
死
の
関

係
で
あ
る
。
筆
者
の
経
験
で
あ
る
が
、
以
前

石
垣
島
で
パ
ナ
リ
焼
の
骨
壺
に
「
∵
」
印
の

穴
が
あ
る
の
を
見
つ
け
た
。
関
係
者
に
意
味

を
問
う
た
が
不
明
と
い
う
。
ま
た
元
興
寺
で

公
開
さ
れ
た
壺
型
蔵
骨
噐
に
1
点
「
∴
」
印

の
紋
様
が
刻
印
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
偶

然
と
思
え
ず
「
∴
」
印
の
世
界
を
さ
ら
に
模

索
し
た
い
（
※
1 

堀
、
2
0
1
3
）。

　「埴
使
い
」
神
事
に
見
る
土
の
呪
術
力

　
詳
細
を
述
べ
る
紙
幅
は
尽
き
た
が
、
住
吉

大
社
に
「
埴
使
い
」
と
い
う
土
取
り
神
事
が

あ
り
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
、
筆
者
に
は
ま

だ
不
明
な
点
が
多
い
。
春
の
祈
年
祭
と
冬
の

新
嘗
祭
の
祭
日
前
に
、
神
官
一
人
が
埴
取
使

と
し
て
、
畝
火
山
の
山
口
神
社
に
赴
き
、
山

頂
か
ら
埴
土
を
二
握
半
採
取
し
、
榊
を
添
え

て
持
ち
帰
り
、
そ
の
土
で
平
甕
を
作
り
、
神

饌
を
供
え
る
と
い
う
。
前
編
で
触
れ
た
神
武

天
皇
が
天
の
香
久
山
の
埴
土
の
霊
力
で
勢
い

を
得
た
故
事
に
み
る
、
土
の
霊
力
へ
の
信
仰

に
加
え
、
大
和
三
山
と
い
う
古
代
大
和
の
中

央
政
権
を
支
え
た
神
体
山
と
の
つ
な
が
り
を

住
吉
大
社
が
今
に
伝
え
る
神
事
と
考
え
ら
れ

る
。
住
吉
大
社
の
祭
神
に
神
功
皇
后
が
含
ま

れ
て
い
る
の
は
、
古
代
政
権
と
の
関
係
を
物

語
る
。
ま
た
西
方
の
海
に
向
か
っ
て
本
殿
が

並
ぶ
の
は
航
海
の
神
に
加
え
、
東
西
方
向
の

宗
教
的
精
神
軸
も
重
な
っ
て
い
る
よ
う
に
み

え
る
。

　
本
稿
は
、
ど
れ
一
つ
と
し
て
実
証
し
、
結

論
を
導
く
内
容
で
な
い
が
、
古
代
の
景
観
を

考
え
る
際
の
作
業
仮
説
と
し
て
ご
理
解
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
最
後
に
こ
れ
ま
で

筆
者
が
繰
り
出
す
考
え
方
に
耳
を
傾
け
、
貴

重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
皆
様
に
謝
意
を

表
し
ま
す
。

　
ア
マ
テ
ラ
ス
（
天
照
大
神
）
を
皇
室
の
祖

先
神
と
し
、
天
武
・
持
統
期
に
整
備
さ
れ
た

と
い
う
伊
勢
神
宮
に
は
、
格
別
の
趣
と
品
格

が
漂
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
外
宮
の
三
ツ
石

と
内
宮
と
外
宮
の
正
宮
の
位
置
と
方
向
に
つ

い
て
注
目
し
た
い
。

　⑴
式
年
遷
宮
に
お
け
る
川
原
大
祓
の
場
と

三
ツ
石
の
意
味

　
20
年
お
き
と
さ
れ
る
式
年
遷
宮
（
遷
御
の

儀
）
は
、平
成
25
（
2
0
1
3
）
年
に
行
わ
れ
、

筆
者
も
外
宮
の
川
原
大
祓
の
儀
式
を
見
る
こ

と
が
で
き
、
そ
れ
ま
で
知
り
た
か
っ
た
三
ツ

石
に
つ
い
て
確
認
で
き
た
。

　
外
宮
正
宮
前
の
敷
地
の
一
郭
に
礫
が
三
つ

置
か
れ
た
川
原
祓
所
、
別
称
三
ツ
石
が
あ
る
。

普
段
は
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
と
さ
れ
、

三
ツ
石
の
上
に
手
を
か
ざ
す
と
温
か
く
な
る

と
い
う
。
こ
の
三

ツ
石
は
、
三
つ
の

礫
を
置
い
た
火
処

カ
マ
ド
の
原
初
形

態
を
示
し
て
い

る
。

　
内
宮
の
皇
大
神

宮
の
祭
神
ア
マ
テ

ラ
ス
に
対
し
て
、

1213
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伊
勢
神
宮
で
注
目
し
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　二
つ
の
こ
と

大
和
三
山
と
藤
原
宮
の
位
置
関
係

住
吉
大
社
の
「
埴
使
い
」
再
考
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堀  

信
行

で
は
帝
釈
天
）
が
あ
り
、
そ
れ
を
天
帝
と
す

る
。
厳
密
に
は
北
極
星
に
相
当
す
る
中
心
点

は
時
代
に
よ
っ
て
少
し
ず
つ
移
動
す
る
が
、

本
稿
で
は
北
極
星
と
総
称
す
る
。
天
帝
に
対

す
る
地
上
の
統
治
者
は
皇
帝
。
日
本
で
は
ス

メ
ラ
ミ
コ
ト
、ス
メ
ロ
キ
、ス
ベ
ラ
ギ
と
い
っ

た
が
、
後
に
天
皇
と
呼
ば
れ
る
。
少
な
く
と

も
天
武
・
持
統
期
以
降
は
天
皇
で
あ
る
。
日

本
の
天
皇
は
、
中
国
他
の
皇
帝
と
違
っ
て
、

皇
祖
神
ア
マ
テ
ラ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
、
日

本
固
有
の
神
々
を
ま
つ
る
祭
祀
執
行
者
と
し

て
の
機
能
も
兼
ね
そ
な
え
て
き
た
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
天
帝
と
天
皇
の
間
に

潜
む
深
い
関
係
が
推
察
さ
れ
る
。
天
皇
が
大

極
殿
の
高
御
座
に
南
を
向
い
て
座
し
た
時
、

背
後
の
北
側
に
耳
成
山
が
あ
る
。
三
角
錐
の

耳
成
山
の
斜
面
に
は
、
名
称
通
り
耳
に
相
当

す
る
突
出
部
は
な
い
。
耳
成
山
は
天
帝
と
し

て
の
北
極
星
が
も
つ
霊
力
を
享
け
て
、
大
極

殿
の
神
体
山
と
な
る
。
こ
う
考
え
た
と
き
、

藤
原
京
の
条
坊
道
路
網
か
ら
耳
成
山
が
少
し

外
れ
て
い
る
の
は
、
耳
成
山
を
天
皇
の
み
の

神
体
山
に
す
る
意
図
も
窺
え
る
。

　⑵
南
北
方
向
の
政
治
的
精
神
軸

　
耳
成
山
と
大
極
殿
を
結
ぶ
南
北
軸
が
、
天

皇
を
天
帝
と
し
て
の
北
極
星
と
結
び
つ
け
る

軸
線
で
あ
れ
ば
、
為
政
者
に
は
精
神
的
拠
り

所
と
な
る
。
そ
こ
で
こ
の
南
北
軸
を
、
政
治

的
精
神
軸
と
呼
び
た
い
。
藤
原
京
以
降
、
平

城
京
、
難
波
京
、
恭
仁
京
、
長
岡
京
、
平
安

京
に
お
け
る
大
極
殿
と
そ
の
向
き
の
関
係
は

全
て
南
北
軸
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
平
城

京
に
お
け
る
東
大
寺
の
大
仏
を
は
じ
め
、
京

内
の
寺
院
と
主
要
な
仏
像
の
基
本
的
方
向
は

南
北
軸
で
あ
る
。

　
先
に
伊
勢
神
宮
の
内
宮
も
外
宮
も
正
宮
の

向
き
は
南
北
で
、
参
拝
者
は
北
を
向
い
て
拝

む
と
述
べ
た
。
伊
勢
神
宮
が
天
武
・
持
統
期

に
整
備
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
南
北
方
向
の
政

治
的
精
神
軸
を
基
軸
に
藤
原
宮
の
大
極
殿
を

造
営
し
た
基
本
構
想
を
適
用
し
た
と
考
え
ら

れ
る
。
為
政
者
が
、
神
や
仏
も
広
い
意
味
で

天
空
の
天
帝
と
み
な
し
、
神
仏
一
体
と
な
っ

て
地
上
の
民
を
見
守
り
、
治
め
よ
う
と
考
え

れ
ば
、
南
北
方
向
の
政
治
的
精
神
軸
は
極
め

て
有
効
な
為
政
者
の
精
神
的
な
基
本
理
念
と

な
る
。
南
北
方
向
の
政
治
的
精
神
軸
は
、
そ

の
後
の
武
士
社
会
を
経
て
現
在
に
も
受
け
継

が
れ
、
多
く
の
事
例
を
挙
げ
ら
れ
る
。

　⑶
天
武
・
持
統
陵
の
位
置
と
そ
の
意
味
を

考
え
る

　
持
統
天
皇
は
、
壬
申
の
乱
を
経
て
、
天
武

天
皇
の
意
志
を
継
承
し
、
壮
大
な
国
家
建
設

の
構
想
を
遷
都
で
実
現
し
た
。
し
か
し
一
方

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
政
治
勢
力
が
拮
抗
す
る
不

安
定
な
時
代
的
背
景
が
あ
っ
た
。
持
統
天
皇

に
と
っ
て
、
神
体
山
と
し
て
の
大
和
三
山
を

巨
大
な
火
の
霊
力
と
浄
化
装
置
に
見
立
て
た

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
み
た
い
が
、
立
証

の
す
べ
は
な
い
。
し
か
し
考
え
て
み
る
余
地

は
あ
ろ
う
。
持
統
天
皇
に
は
も
う
一
つ
火
に

関
わ
る
こ
と
が
あ
る
。
持
統
天
皇
は
、
自
身

の
遺
詔
に
よ
り
火
葬
に
さ
れ
た
最
初
の
天
皇

で
あ
る
。
当
時
火
葬
は
、
多
く
の
地
方
出
身

者
が
都
で
亡
く
な
り
地
方
に
戻
る
際
に
火
葬

が
普
及
し
た
と
い
う
社
会
的
状
況
を
考
慮
し

て
も
、
持
統
天
皇
自
身
に
強
い
意
思
が
働
い

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
天
武
・
持
統
陵
が
耳
成
山
と
大
極
殿
の

南
北
軸
上
に
あ
る
こ
と
を
一
般
に
「
聖
な

る
ラ
イ
ン
」
と
呼
ん
で
き
た
。
考
古
学
的

の
立
場
か
ら
も
天
武
・
持
統
陵
は
こ
の
軸

外
宮
の
豊
受
大
神
宮
の
祭
神
ト
ヨ
ウ
ケ
（
豊

受
大
神
）
は
五
穀
の
種
子
を
与
え
た
と
い
う
。

ト
ヨ
ウ
ケ
の
ト
ヨ
は
美
称
、
ウ
ケ
は
ケ
（
食
）

と
同
じ
食
物
の
意
で
、神
名
ど
お
り
食
物
（
五

穀
）
を
つ
か
さ
ど
る
女
神
で
あ
る
。
そ
れ
故

カ
マ
ド
の
象
徴
と
し
て
の
三
ツ
石
は
納
得
で

き
る
が
、
式
年
遷
宮
の
後
半
、
川
原
大
祓
の

儀
は
注
目
さ
れ
る
。

　
流
水
で
浄
化
さ
れ
た
川
原
の
礫
三
つ
が
、

カ
マ
ド
の
三
ツ
石
と
し
て
用
意
さ
れ
、
三
ツ

石
を
中
心
に
正
殿
内
の
御
装
束
神
宝
す
べ
て

が
運
び
出
さ
れ
、
祓
わ
れ
、
そ
の
夜
新
殿
へ

と
遷
御
の
儀
が
行
わ
れ
る
。
三
ツ
石
は
、
川

原
と
い
う
浄
化
空
間
で
、
火
の
霊
力
を
具
現

す
る
火
処
カ
マ
ド
と
し
て
、
流
水
と
火
と
い

う
二
重
の
意
味
を
も
つ
浄
化
装
置
と
し
て
機

能
し
て
い
る
。

　⑵
心
御
柱
と
正
宮
の
向
き

　
一
般
に
伊
勢
神
宮
と
い
え
ば
、
内
宮
の
祭

神
ア
マ
テ
ラ
ス
と
い
う
太
陽
を
象
徴
す
る
皇

祖
神
の
神
宮
と
理
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故

に
夫
婦
岩
の
間
か
ら
東
方
を
拝
む
際
は
、
富

士
山
と
日
の
出
が
拝
め
る
こ
と
を
思
い
描

く
。
ま
た
ア
マ
テ
ラ
ス
に
は
、
海
に
結
び
つ

く
要
素
が
あ
り
、
原
初
的
に
は
水
平
方
向
に

日
の
出
の
太
陽
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
と
思
わ
れ

る
。
ゆ
え
に
伊
勢
神
宮
の
空
間
構
成
を
貫
く

基
軸
は
東
西
方
向
か
と
推
察
さ
れ
る
。
し
か

し
、
参
拝
し
て
驚
く
の
は
、
内
宮
も
外
宮
も

正
宮
の
向
き
は
南
北
方
向
で
、
参
拝
者
は
北

向
き
に
拝
む
こ
と
で
あ
る
。
何
故
か
。
素
朴

な
疑
問
で
あ
る
。

　
式
年
遷
宮
の
行
事
に
心
御
柱
奉
建
と
い

う
、
正
殿
床
下
に
御
柱
を
奉
る
深
夜
の
秘
儀

が
あ
る
。
心
御
柱
が
床
下
な
の
は
、
後
世
に

正
宮
他
の
社
殿
が
建
て
ら
れ
、
結
果
と
し
て

床
下
に
な
っ
た
と
予
想
さ
れ
る
。
社
殿
の
変

化
も
視
野
に
入
れ
、
正
宮
の
向
き
が
南
北
軸

で
あ
る
背
景
を
考
え
た
い
。

　
再
び
藤
原
京
の
中
の
藤
原
宮
に
注
目
し

て
み
る
。
宮
の
「
み
」
は
接
頭
辞
で
「
や
」

は
「
屋
」
の
意
で
、
天
皇
の
住
む
御
殿
で

あ
る
。
藤
原
宮
は
、
北
か
ら
天
皇
の
私
的

な
空
間
内
裏
、
そ
の
南
に
大
極
殿
と
回
廊

か
ら
な
る
大
極
殿
院
。
そ
の
南
に
中
央
官

庁
に
あ
た
る
朝
堂
院
が
あ
り
、
両
院
の
接

合
部
に
大
極
殿
門
が
あ
り
、
そ
れ
が
藤
原

宮
の
中
心
点
に
相
当
す
る
。
大
極
殿
は
天

皇
が
政
務
を
行
っ
た
建
物
で
、
内
部
の
高

御
座
に
天
皇
は
南
を
向
い
て
臨
席
し
た
。

　⑴
大
極
殿
と
耳
成
山
の
関
係
を
考
え
る

　
天
皇
は
な
ぜ
南
を
向
く
の
だ
ろ
う
か
。
咄

嗟
に
想
起
さ
れ
る
の
は
、
中
国
か
ら
の
思
想

「
君
子
南
面
す
」
で
あ
る
。
天
体
の
運
行
の

中
心
に
不
動
の
星
、
北
極
星
（
北
斗
、
仏
教

上
に
の
る
よ
う
に
意
図
的
に
造
ら
れ
た
と

さ
れ
て
い
る
。

　
耳
成
山
を
頂
点
と
す
る
大
和
三
山
の
配
置

は
上
空
か
ら
見
れ
ば
「
∴
」
と
な
る
。
こ
れ

に
対
し
て
陵
を
頂
点
に
香
具
山
と
畝
火
山
の

配
置
は
逆
三
角
形
の
「
∵
」
と
な
る
。
こ
こ

で
唐
突
な
論
理
の
飛
躍
に
な
る
が
、「
∴
」

を
生
前
の
三
山
と
す
れ
ば
、「
∵
」
は
死
後

の
三
山
で
、
天
皇
陵
は
死
後
の
耳
成
山
に
あ

た
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
う
考
え
る
と
死
後

も
藤
原
京
を
見
守
る
天
武
・
持
統
天
皇
の
決

意
が
感
じ
ら
れ
る
。
大
極
殿
院
を
地
上
の
中

心
と
し
て
、
エ
リ
ア
ー
デ
の
い
う
宇
宙
軸
の

天
上
と
地
上
と
地
下
の
三
つ
の
世
界
を
形
成

し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

　
天
武
・
持
統
期
は
、
仏
教
が
日
本
に
伝
来

し
て
1
世
紀
以
上
経
過
し
、
政
治
思
想
に
も

影
響
を
与
え
た
だ
ろ
う
。「
∴
」
も
「
∵
」

も
仏
典
が
書
か
れ
た
梵
語
に
文
字
と
し
て
あ

る
。
前
者
は
「
根
」
を
、
後
者
は
「
禍
」
を

意
味
す
る
。
見
方
を
変
え
れ
ば
生
と
死
の
関

係
で
あ
る
。
筆
者
の
経
験
で
あ
る
が
、
以
前

石
垣
島
で
パ
ナ
リ
焼
の
骨
壺
に
「
∵
」
印
の

穴
が
あ
る
の
を
見
つ
け
た
。
関
係
者
に
意
味

を
問
う
た
が
不
明
と
い
う
。
ま
た
元
興
寺
で

公
開
さ
れ
た
壺
型
蔵
骨
噐
に
1
点
「
∴
」
印

の
紋
様
が
刻
印
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
は
偶

然
と
思
え
ず
「
∴
」
印
の
世
界
を
さ
ら
に
模

索
し
た
い
（
※
1 

堀
、
2
0
1
3
）。

　「埴
使
い
」
神
事
に
見
る
土
の
呪
術
力

　
詳
細
を
述
べ
る
紙
幅
は
尽
き
た
が
、
住
吉

大
社
に
「
埴
使
い
」
と
い
う
土
取
り
神
事
が

あ
り
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
、
筆
者
に
は
ま

だ
不
明
な
点
が
多
い
。
春
の
祈
年
祭
と
冬
の

新
嘗
祭
の
祭
日
前
に
、
神
官
一
人
が
埴
取
使

と
し
て
、
畝
火
山
の
山
口
神
社
に
赴
き
、
山

頂
か
ら
埴
土
を
二
握
半
採
取
し
、
榊
を
添
え

て
持
ち
帰
り
、
そ
の
土
で
平
甕
を
作
り
、
神

饌
を
供
え
る
と
い
う
。
前
編
で
触
れ
た
神
武

天
皇
が
天
の
香
久
山
の
埴
土
の
霊
力
で
勢
い

を
得
た
故
事
に
み
る
、
土
の
霊
力
へ
の
信
仰

に
加
え
、
大
和
三
山
と
い
う
古
代
大
和
の
中

央
政
権
を
支
え
た
神
体
山
と
の
つ
な
が
り
を

住
吉
大
社
が
今
に
伝
え
る
神
事
と
考
え
ら
れ

る
。
住
吉
大
社
の
祭
神
に
神
功
皇
后
が
含
ま

れ
て
い
る
の
は
、
古
代
政
権
と
の
関
係
を
物

語
る
。
ま
た
西
方
の
海
に
向
か
っ
て
本
殿
が

並
ぶ
の
は
航
海
の
神
に
加
え
、
東
西
方
向
の

宗
教
的
精
神
軸
も
重
な
っ
て
い
る
よ
う
に
み

え
る
。

　
本
稿
は
、
ど
れ
一
つ
と
し
て
実
証
し
、
結

論
を
導
く
内
容
で
な
い
が
、
古
代
の
景
観
を

考
え
る
際
の
作
業
仮
説
と
し
て
ご
理
解
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
最
後
に
こ
れ
ま
で

筆
者
が
繰
り
出
す
考
え
方
に
耳
を
傾
け
、
貴

重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
皆
様
に
謝
意
を

表
し
ま
す
。

　
ア
マ
テ
ラ
ス
（
天
照
大
神
）
を
皇
室
の
祖

先
神
と
し
、
天
武
・
持
統
期
に
整
備
さ
れ
た

と
い
う
伊
勢
神
宮
に
は
、
格
別
の
趣
と
品
格

が
漂
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
外
宮
の
三
ツ
石

と
内
宮
と
外
宮
の
正
宮
の
位
置
と
方
向
に
つ

い
て
注
目
し
た
い
。

　⑴
式
年
遷
宮
に
お
け
る
川
原
大
祓
の
場
と

三
ツ
石
の
意
味

　
20
年
お
き
と
さ
れ
る
式
年
遷
宮
（
遷
御
の

儀
）
は
、平
成
25
（
2
0
1
3
）
年
に
行
わ
れ
、

筆
者
も
外
宮
の
川
原
大
祓
の
儀
式
を
見
る
こ

と
が
で
き
、
そ
れ
ま
で
知
り
た
か
っ
た
三
ツ

石
に
つ
い
て
確
認
で
き
た
。

　
外
宮
正
宮
前
の
敷
地
の
一
郭
に
礫
が
三
つ

置
か
れ
た
川
原
祓
所
、
別
称
三
ツ
石
が
あ
る
。

普
段
は
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
と
さ
れ
、

三
ツ
石
の
上
に
手
を
か
ざ
す
と
温
か
く
な
る

と
い
う
。
こ
の
三

ツ
石
は
、
三
つ
の

礫
を
置
い
た
火
処

カ
マ
ド
の
原
初
形

態
を
示
し
て
い

る
。

　
内
宮
の
皇
大
神

宮
の
祭
神
ア
マ
テ

ラ
ス
に
対
し
て
、

1213
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伊
勢
神
宮
で
注
目
し
た
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　二
つ
の
こ
と

大
和
三
山
と
藤
原
宮
の
位
置
関
係

住
吉
大
社
の
「
埴
使
い
」
再
考
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春
風
薫
風
を
つ
か
ま
え
て 悠

久
の
歴
史
の
流
れ
、
古
の
都
は

今
も
、
そ
の
面
影
を
色
濃
く
残
す 

い
く
つ
も
の
ド
ラ
マ
が
あ
り

新
た
な
時
代
が
生
ま
れ
た 

そ
こ
か
ら
先
人
の
英
知
を
知
り

人
を
見
つ
め
直
す

そ
し
て
「
今
」
を
創
造
す
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